
｢中期財政フレーム｣が機械的に適用(▲8%)されると､本学の場合､その影響額は8億6 000万円

香川大学における運営費交付金削減の影響

｢中期財政フレーム｣が機械的に適用(▲8%)されると､本学の場合､その影響額は8億6,000万円
（平成２２年度予算額 １０７億２,０００万円 × ▲８％ ＝ ８億６,０００万円）

⇒平成１６年度～平成２２年度までの運営費交付金削減額（１０億円）の８６％に相当。
過去５年分以上の削減を１年で削減することに！

８億６，０００万円が削減されると・・・

過去５年分以上の削減を１年で削減することに！

◎６学部のうち４学部（経済学部、医学部、工学部、農学部）の１年間の運営経費に相当

◎教員人件費９２人分（現在の教員数６６５人の１４％）に相当

⇒４学部（経済学部、医学部、工学部、農学部）が運営できない

◎教員人件費９２人分（現在の教員数６６５人の１４％）に相当

⇒国立大学としての教育研究機能が崩壊

◎看護師人件費１３４人分（現在の看護師３０３人の４４％）に相当

⇒地域の中核病院、特定機能病院としての機能が崩壊


